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　近年、大腸癌化学療法の実施施設は市中病院へと広がっている。それに伴い、分子標的薬に独特の皮膚障害や手足症候群などの有害事象への対策が重要性を増してきた。そこで、発現頻度の高い副作用への対応をフローチャート化し、看護師向けに皮膚障害の写真などをマニュアル化したアセスメントツールを活用することで、メディカルスタッフ中心の副作用対策ができ、効率よい外来化学療法が可能になったことを、佐野病院消化器がんセンター長の小高雅人氏が2月26-27日に東京都内で開催された第12回日本消化管学会総会学術集会で発表した。

　同院消化器がんセンターでは、医師2人で年間1000件以上の化学療法を行っている。小高氏は、「外来化学療法の実施件数は年々増加しており、2014年には外来化学療法室を増床した。そのため、医師だけで副作用対策を行うことには限界があった」と、当時を振り返る。そこで、外来化学療法の効率化を目指し、発現頻度の高い副作用への対応をレジメンごとに統一し、フローチャート化を行った。

　インフュージョンリアクションや過敏症状出現時の対応フローチャート（図）では、抗癌剤投与を中止し、副腎皮質ホルモン剤や輸液の点滴静注を看護師判断で行えることとなっている。同院では、抗癌剤の点滴路の確保は院内で認定された「IVナース」が行うこととなっており、患者の安全性に配慮している。

　また、経験年数によらず、すべての看護師が医師の診断前に副作用を評価できるようにアセスメントツールを活用している。例えば、皮膚障害については重症度別の写真を看護師のマニュアルとして活用し、患者の外来受診時に、看護師や薬剤師が皮膚や口腔内の状態、家での生活などをまず確認する。

　小高氏は、「医師は看護師や薬剤師からの報告を基に、患者の状態を詳細に確認できる。以前は対応が遅くなり、皮膚障害が重症化してしまうケースもあったが、最近は軽度の皮膚障害のみとなっている」と述べ、今後もさらに質が高く効率よい化学療法を目指し、ツールの評価を続けていきたいとした。

インフュージョンリアクションや過敏症状出現時の対応フローチャート（小高氏による） 
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REPORT

東京医科歯科大学◆「ここにしかない医療」を武器に世界へ挑む（2016/02/24）

     

Information PR 

【 早い者勝ち！『日勤10万円・半日5万円超…』好条件求人多数! 非常勤5000件! 】 

今日から使える，糖尿病学習プラン！『糖尿病患者のヤル気を引き出す！』文光堂刊 

ローレンス・ティアニー教授らによるクリニカル・パール集、絶賛発売中！ 

人生を楽しみたいと考える人のための健康・医療情報サービス／日経Ｇｏｏｄａｙ 

03/07のおすすめ

 
03/06

 
03/05

 
03/04

 
03/03

 
03/02

 
03/01

   

負け組病院にキセキが起きる…のか！？

最終回◆連載小説「フルマッチ」
負け組病院にキセキが起きる…のか！？   

医療行政の舞台裏◎要件に異例の「医師会の協力」も登場

新診療報酬に反映された日本医師会の復権

院内暴力・セクハラSOS

身体を触られ、蹴られ、土下座させられた

JAMA Neurology誌から

PPIが高齢者の認知症リスクを上昇させる可能性

医師の知らない？検査の話

ギラギラ光って線香の臭いなら緑膿菌！？

記者の眼◎豊川 琢＝日経ヘルスケア

なぜ不評？ 政府の「介護離職ゼロ」対策
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